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発光材料はわれわれの生活に必要不可欠な材料であり，近年，新規な発光材料の開発研究が精力的に展開さ
れている。なかでも，固体状態で発光する材料は，ディスプレイや照明機器への応用が期待されているが，
固体状態で強く発光する分子開発はいまだに開発途上であるのが現状である。近年，われわれは，フッ素原
子の性質を最大限に利用したフッ素系π共役発光分子の開発に成功した。本研究課題では，含フッ素π共役
分子を屈曲コアに連結した新規な屈曲型π共役分子を合成し，それらの光学特性を評価することとした。

屈曲型π共役分子1〜6は入手容易なオクタフルオロシクロペンテンから2段階で簡便かつ効率的に合成でき
た (図1)。得られた化合物1〜6をシリカゲルカラムクロマトグラフィーと再結晶により精製し，光学特性評
価に十分な純度の試料を調製した。はじめに，このように調製した化合物1〜6を用いて，ジクロロメタン溶
液での発光特性を評価したところ，試料に吸収極大波長 (334〜336 nm) で励起したところ，約565 nmに発
光極大波長をもつ単一の発光バンドが得られ，観察された発光色は黄色であった

図1. 本研究で用いた化合物の分子構造

本研究は、利用者が合成して見出した大きなストークスシフトを示す屈曲型含フッ素π共役分子の光学特性を実施機関

と網羅的に調べました。特に、分子が置換基や溶媒に対して示した異なる発光収率の解釈を、当機関が行った過渡分光

測定による発光ダイナミクスの観点から考察しています。お互いが密に協力することで、実験から論文化まで比較的に

早期にいたりました。 （支援実施者：細貝拓也，岡林裕介 ）
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図3. 各種屈曲化合物1〜6の結晶状態における発光スペク
トルと発光写真

図2. 屈曲化合物5の各種有機溶媒下における吸収・発光スペクトルおよび
紫外線照射下での発光写真

種々の溶媒下で吸収・発光スペクトルを測定したところ，溶媒の

極性の増加にしたがって大きなストークスシフトをもち，化合物1〜

6が励起状態で大きな双極子モーメントを示すことが明らかになった。

さらに，化合物1〜6は結晶状態でも強い発光を示し (φPL = 0.21

〜0.55)，分子末端のアルコキシ鎖長の変化によって青色から緑色ま

で多彩な発光色を示すことを明らかにした。この成果より，分子の

幾何構造が発光特性に強く影響し，新たな分子設計指針を提案でき

ると確信している。
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